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１．はじめに 
 日本は従来，治水や利水に重点を置いて河川整
備を行ってきたが，1997 年の河川法改正では「河
川環境の整備と保全」が規定され，2006 年には多
自然川づくり基本方針が制定され，自然環境と人
間との調和が取れた川づくりの一層の推進が図ら
れることになった．また，ハード・ソフト両面にお
いて，自然環境が有する多様な機能を活用し，持続
可能な地域づくりを進めるグリーンインフラの推
進戦略が 2015 年に策定され，自然生態系を活用し
た防災・減災の考え方である Eco-DDR も示されて
いる．そして，2020 年 10 月には 2050 年までに温
室効果ガスの排出を全体としてゼロにするカーボ
ンニュートラルを目指すことを日本政府は宣言し
ている．このカーボンニュートラルを達成するた
めには前述したグリーンインフラの実装がカギに
なる．その第一歩として豊かな自然環境の形成が
重要である．その豊かな自然環境の指標の一つと
なるのがホタルである． 
 ホタルは産卵時に水際，幼虫期に水中,蛹期に土
中,成虫期に陸上(空中)と形態によって生息場所
が異なる．すなわち,ホタルが生息するには豊かな
自然が不可欠であり,それぞれの形態において適
した条件を満足させる必要があるため,ホタルは
総合的な環境の良し悪しを評価する生物であると
いえる 1）． 

また，現在都市化が進み，降った雨は雨樋や排水
路を通り，下水道に流され河川へ流入した後速や
かに海に注がれる．そのため，降雨が地下に浸透し，
地下水の涵養ができず地下水位の低下や河川の流
量不足といった問題が生じている 2)． 
 
２．研究目的 
 現在，生き物を取り巻く環境は大きく変化して
いる．1950 年代までは福岡平野の西部を流れる樋
井川でもホタルが飛翔していた．しかし，都市化が
進んだことによりホタルの飛翔が見られなくなっ
た．このような中，人口 160 万人に達した福岡市
の住宅街の中に未開発の保存緑地が残されている．
この緑地にはゲンジボタルが自生し，毎年飛翔す
る姿が確認されている．しかしながら，隣接する敷
地にマンションが建てられ，2023 年の春に 入居予
定になっている．そこで，都市域においてゲンジボ
タルが自生し，飛翔する場所は少なく貴重である
ためこの緑地の生息環調査を行った．先行研究で
は，ゲンジボタル飛翔時期の照度や水温などの生
息条件や地形的条件は明らかになっているため，
本研究は以下の 3 つを研究目的とする． 
1.ゲンジボタルの幼虫のエサであるカワニナの
生息状況を調査し，ゲンジボタルが生息できる
条件を明らかにする． 
2.調査した結果と，既往の研究で明らかにされ
ているゲンジボタルの生息条件とを比較し，対
象地の生息環境がホタルの生息できる条件を満
たしているか確認する． 

3.対象地の隣接するマンションの建設が完了し
たのち，生息地に及ぼす影響を検討する． 
 
３．研究方法 
 福岡市 C 区 T 地区にある保存緑地を調査対象と
した．調査地点の概略を図-1 に表す．照度の調査
はゲンジボタルの飛翔が確認された緑地内にある
湿地を囲うように東，西，南，北の４地点と緑地外
の道路沿いの北，西の 2 地点を対象とし，カワニ
ナの調査は緑地内にある湿地を対象とした． 

照度の計測には小型軽量・防水構造で，温度と光強
度（相対照度）を同時に計測できる Onset 社 HOBO
ペンダントロガーUA-002-64 を使用した． 
水位の測定には onset製 HOBOU２０Lの水位計を使
用した． 

また，カワニナはコドラート（50cm×50cm）内の
2～3cm の深さに生息するものを湿地内の 36 地点
で採取し，写真を撮り，2次元画像計測ソフトウェ
ア MicroMeasure でカワニナの数と大きさを計測
した． 
 
４．研究結果・考察 
 まずは，福岡市 C 区 T 地区の緑地の地形につい
て説明する． 
写真内にある点線は沢が存在する可能性が高い部
分を示している.T 緑地が湿地になっているのは沢
による影響が大きく，その結果，ホタルが生息しや
すい環境になっていると考えられる．2)  
 
 次に，照度についてホタル飛翔数が最も多く，ホ
タルが活発に活動する 2022 年 6 月 4 日の 19 時 30
分から 2022年 6 月 5日の 4 時 30 分を計測した． 
道路に面した西側の照度は 19 日 30 分に 8.28lux
が計測されたが，それ以外は，ゲンジボタルの生息
条件 0.51lux以下を満たしている． 
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また，毎月 4 日の 19 時 30 分から 5 日の 4 時 30

分を計測し，各地点の平均照度を図-3 に示す．年
間を通してゲンジボタルの生息条件 0.51lux を超
える月はなく，ゲンジボタルの幼虫時期の照度も
生息条件を満たしている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に,ホ
タルの幼
虫のエサ
であるカ
ワニナを
繁殖期で
ある 9 月
に調査し
たところ
カワニナ
は 528 匹，
1m²あたり

58.7 匹生息していることが分かった．緑地の湿地
の面積は歩測で計測したところ，約 42.3m²であり，
湿地に 2843匹生息していると考えられる．カワニ
ナは流れが緩く，落ち葉が積もるようなワンドに
多く生息 3)しており，緑地の湿地は樹木に覆われ
ており落ち葉が積もり，水が溜まりやすいためこ
の条件に当てはまる． 
 
そして，5 月 19 日から 6 月 27 日までの 35 日間

のホタルだよりの調査により 206 頭，5 月 26 日か
ら 6月 21日までの 10日間の大学調査により 68頭
の飛翔が確認されている．ゲンジボタルの寿命は
野生で 7日から 10日，飼育すると最長 1 か月ほど
であるためこの緑地のゲンジボタルの寿命は 10日
とし，10 日ごとの平均の飛翔頭数を出し，全数を
推測した．ほたるだよりの飛翔数の全数は 21.58頭，

大学調査は 21.08 頭であった．よって，緑地に生
息するゲンジボタルの全数は 21.33 頭と推測され
る．ゲンジボタルの幼虫は一頭あたり 50～100 匹
のカワニナを食べることから湿地に生息すると推
測されるカワニナの数とゲンジボタルの全数の推
定はほぼ等しいと考える． 
 最後に，マンション建設後の湿地について説明
する．マンションは緑地の西側に建設されている．
そこで，6 月の 19 時 30 分から翌日 4 時 30 分の緑
地の西側の道路沿いと湿地の西側の照度から，緑
地がどのぐらい遮光しているかを計測した．その
結果，最大で 186.50lux 光を抑えることが分かっ
た．そして，ディベロッパーも照度に配慮した作り
をしているが，今後も継続的な観察が必要である． 

また，マンション建設により水の流れの変化や
水の涸れについて検討した．緑地の水位を見ると
マンション建設前の 2020 年 10 月は 0.0311m,建設
後の 2022 年 10 月は 0.0275m と変化がほとんどな
いことがわかった．そのため，マンション建設によ
る水の流れの変化や涸れについて影響はないと考
える． 
 
5．まとめ・今後の課題 
 本研究では，照度や地形的条件など先行研究で
ゲンジホタルに適する環境が維持されていること
に加え，ゲンジボタルの幼虫のエサであるカワニ
ナがゲンジボタルの全数に対する数を満たしてい
ると考える．そして，マンション建設後も照度に配
慮されているが，経過の観察は必要である．また，
水の流れや涸れについて現状では確認されず，マ
ンション建設による緑地への影響はないと思われ
る． 
 今後の課題として，マンション入居後の環境の
変化の観察や，カワニナの定期的な計測，また，緑
地の地形や湿地の面積を正確に出し，ゲンジボタ
ル・カワニナの全数把握や保存緑地のゲンジボタ
ルの由来・DNA 調査が挙げられる．そして，マンシ
ョン建設により水循環に影響が及ぼされ，生物の
暮らす場所が保たれているかどうか長い目で見る
ことも課題に挙げられる． 
 
なお，この研究は三井不動産プレデンシャル㈱

の助成によって行われている．ここに記して，敬意
を表します． 
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図-3 照度（年間） 

図-2 照度（ホタル飛翔時期） 

写真-1 緑地内の湿地の様子 
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